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事業活動の紹介

技術開発支援�

この事業は、競輪の補助を受けて実施しました。
https://www.keirin-autorace.or.jp/

競輪の補助事業

①令和４年度の事業化案件研究調査事業支援先が決定しました
　当センターでは、四国地域イノベーション創出協議会と連携し、事業化を目指す四国の中小企業様の技術開発・製品開
発について令和４年度の支援対象事業の公募を行った結果、８件の応募がありました。
　新型コロナウィルス感染拡大の影響が産業界に及んでいる中、より多くの中小企業様を支援するため今年度も昨年同
様、採択件数は４件とし、厳正な審査を経て８件の応募の中から下記の４件を支援先として決定いたしました。助成金額は
いずれも１００万円です。
　当センターならびに四国地域イノベーション創出協議会は、技術開発・研究開発の支援に加え、開発終了後も成果の事
業化や販路開拓等について引き続きフォローアップを行うこととしています。

◆令和４年度事業の支援先
企業名 研究開発テーマ、概要

廣瀬製紙株式会社

「超臨界CO2による不織布洗浄技術」
超臨界とは物質がある温度・圧力を超えると、気体と液体の境界面が消失する現象である。超臨界
CO2洗浄は半導体などで既に実績のある技術であり、①分子拡散力が高く、細かい隙間の洗浄が
可能 ②有機溶剤並みの洗浄力 ③有機溶剤不使用で廃液コスト不要・環境に優しい④CO2の
着脱が容易 などの理由から採用されている。これらの技術を不織布へ応用し、材料純度要求の高
い医療・ライフサイエンス用途への応用技術として検討を行う。

シンワ株式会社

「新しい表面修飾技術を活用したナノファイバー不織布の用途開発」
エレクトロスピニング法により製造するナノファイバー不織布は、比表面積が大きい、圧力損失が小
さい等の特長を有する優れた高機能素材ではあるものの、高い製造コストのために製品化事例が
未だに少なく、さらなる高付加価値化が求められている。そこで、共同開発した表面修飾技術を活
用してナノファイバー不織布の高付加価値化技術の確立を図るとともに、新たな分野への用途展
開につなげる研究調査に取り組む。

株式会社USUi

「波力・浮力発電装置の実証実験による発電出力の調査及び研究」
現在、弊社、代表取締役が特許を取得し、実用化に向け開発を進めている波力・浮力発電装置「Ｇ
ＯＭＥＳ」実証機による新居浜港での海上実証実験を「新居浜港カーボンニュートラルポート」事業
の一環として実現するために、まずは陸上にて疑似波力として電動による実証機の上下往復動実
験を行い、実証機の動作確認及び発電量の長期安定性確認等のデータを取得し、海上設置、事
業化及び社会実装に向けた取り組みを加速します。

株式会社中温

「真空低温調理を用いた野菜のうまみ成分の研究調査および野菜キットの開発」
通常の水煮野菜とは異なる、低温調理法を用いてうまみが向上した根菜類を原料とする、調理簡
便な野菜キットの開発を行う。これはユーザーが調味をせず、加熱のみでうまみの向上した良質な食
事が得られる革新的技術であり、元来の高温加熱食品である水煮野菜の問題、食味・食感の低
下・調理の手間を省く事も可能とする。本研究開発は、野菜毎に最もうまみに優れた調理の温度、
時間を設定すべく、試作前後のアミノ酸量を調査する。

　令和３年度の事業化案件研究調査事業で採択決定しました４社、合同会社アーク（三豊市）、イトマン株式会社（四国中央
市）、株式会社コスモ工房（高知市）、株式会社ユーグリード（四国中央市）の成果を報告いたします。

②令和３年度事業化案件研究調査事業の成果報告

◆合同会社アークの研究調査成果

研究調査テーマ名 高感度呼吸センサによる新型コロナワクチン接種後の見守りシステムの開発

実 施 期 間 令和３年４月～令和４年２月

企 業 名 合同会社　アーク

研 究 調 査 概 要 

　令和3年3月から新型コロナ第4波が襲来し、医療従事者から新型コロナワクチン
接種が開始され、7月には第5波が襲来し新型コロナワクチン接種2回が急速に行わ
れた。新型コロナワクチン接種による副反応（アナフィラキシー症状）が問題となって
いる。副反応は確実、早期に発見し対応する必要がある。我々は高感度呼吸センサ
を用い新型コロナワクチン接種後の副反応を早期検知する見守りシステムを開発し
実証実験を行った。

研 究 調 査 成 果

　高感度呼吸センサを使用した新型コロナワクチン接種後の見守りシステムで使用
するために呼吸センサユニットを改良するための研究を行い実際に改良試作した。ま
た新型コロナワクチン接種後のバイタルデータはクラウドを使用し、インターネット経
由パソコン等を使用し、簡単に複数人同時にモニタリングするためのシステムの開発
を行った。
　最終的に新型コロナワクチン集団接種会場において複数人の新型コロナワクチ
ン接種後のバイタルデータの同時計測を行い、正確に測定可能であることを実証し
た。

【本研究内容に関する問合せ先】
香川県三豊市高瀬町比地2243-2
合同会社　アーク

担当：代表社員　三﨑 幸典
TEL：090-3180-5826
E-mail：yuki--37misaki13@docomo.ne.jp

ワクチン接種後の専用呼吸センサ装着写真 見守りシステムによる実証実験

改良試作した呼吸センサユニット

新型コロナワクチン接種後の
見守りシステム用呼吸センサ 見守りシステムの表示画面（6名分）




